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学 位 論 文 内 容 の 要 冒
鼻茸を伴 う慢性副鼻腔炎における､IL-17Aの機能と特徴について調べた｡
鼻茸分離細胞 (DNPC)を制御性サイ トカインとCOXインヒビター (ジクロフェナック)に対
する中和抗体の存在､非存在下で StaphylococcalenterotoxinB(SEB)により刺激を行い､上清中
の IL-17A濃度を測定したoジクロフェナックによる処理後の I)NPCによる IL･17A における








の CTスコアと有意な正の相関を示し､一秒率とは有意な負の相関を示 した｡ リコンビナン トの
IL-17AによりDNPC中のGMICSFは増加 した.










IL-17Aは鼻茸 を伴 う慢性副鼻腔炎の病状に関わることを示 した｡一方､鼻茸分離細胞
(dispersednasalpolypcells:DNPCs)を作成 し､黄色ブ ドウ球菌エンテロトキシン (SEE)
刺激下で産生される IL-17Aは､IL-12/Ⅰレ23p40IFNγ､PGE2により制御 されること､PGE2
の炎症作用は EP2/EP4により媒介されることを明らかにした｡以上の知見は､鼻茸を伴 う慢
性副副鼻腔炎､アレルギー性鼻炎､気管支噂息を含む好酸球性気道炎症のマネージメン トに
おいて Ⅰレ17Aがその治療ターゲットになる可能性を示 したものとして評価できる｡
よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると詠める｡
